













在校生 183名 (2012年 9月現在）のうち， 97%にあたる I78名は日本国内の中学校出身者であ り，







れば， TOEFLスコアの国別ランキングでは，日本は 163カ国中 143位，アジアの中で









役立てて いる。年に一度， 生徒本人の進路目標に応じ て，TOEICか IELTS, もしくは
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その両方を受験する 。KLASの生徒の TOEICの結果iiiを， 日本全国で受験した高校生
の結果 IVと比較する 。
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KLASと全国高校の学年別TOEIC平均スコアの比較
全国高校生の学年別平均スコアは， 384→415→ 415と， 3年間での上昇はわずかで
しかないことが見て取れる。一方で， KLAS生の学年別平均スコアは毎年 100ほどず





中学校の英語教育を 受けてきた学習者である。 したが って，高 1段階でのスコ アの近
似は過去の教育の相似を示すものであり，その意味では高 3学年での平均点の大きな































指導法： 1980年代以降， 日本においても学校現場でいわゆる Focus on Formか
らFocus on Meaning1への移行が求められてきたが，未だに GTMに頼る傾向から
抜けきれてはいない。例えば， 吉田が 2003年に大学 1年生を対象に行ったアンケ
ー ト調査では，「高校での英語 Iや英語Iなどの総合英語とされる科目の授業形態
は 85%が GTMであった」 Vという。これに対して， KLASにおける英語指導法は，後


















日本の英語教育と KLAS のそれを比較検討する上で， 日本の英語教育が Focus on 
Formから Focuson Meaningへ向かおうとする過程を見ておきた い。次表に「学習指
導要領の変遷」を示す。
高等学校学習指導要領「外国語」の変遷
1997年•第4回改訂 1989年 • 第5回改訂 1998年•第6回改訂 2009年•第7回改訂
1982年4月 1994年4月 2003年4月 2013年4月
入学生より実施 入学生より実施 入学生より実施 入学生より実施
「外国語を理解し、外国語で表現する 「外国話を理解し、外国語で表現する 「外国語を通じて、言語や文化に対 「外国語を通じて、言語や文化に対
能力を養うとともに、言語に対する関 能力を蓑い、外国籍で積極的にコ する理解を深め、積極的にコミュー する理解を深め、積極的にコミュニ
心を深め、外国の人々の生活やもの ミュ—ヶーションを図ろうとする態度を ケ＝ショ~?'図ろうとする態度の育成 ケーションを図ぅぅとする態度の育成
目標 の見方などについて理解を得させ 斉てるとともに、言語や文化に対する を図り、情報や相手の意志などを理
を図り、情報や考えなどを適確に理
る」 関心を高め、国際理舷を深める」 解したり自分の考えなどを表現したり 解したり適切に伝えたりするコミュニ
する実践的コミュニケーション能力を 生ニション能力を養うJ
養う」
英語 I 4 英語 I 4 オーラルコミュニケーション I2 コミュニケーション英梧基礎 2
英語I 5 英語I 4 オーラルコミュニケーションn4 コミュニケーション英語 I 3 
英語IIA 3 オーラルコミュニケーションA 2 英語 I 3 コミュニケーション英語I 4 
科目の 英語ll8 3 オーラルコミュニケーションB 2 英語n 4 コミュニケーション英語皿 4 
揖成 英語IIC 3 オーラルコミュニケーションC 2 リーディング 4 
英語表現 I 2 
リーディング 4 ライティング 4 英語表現E 4 
ライティング 4 英梧会話 2 
「間くこと・話すこと」「訣むこと」及び 「間くこと・括すこと」をそれぞれ独立 4領域の示し方を改め、相互の有機 具体的な言語の使用湯面を設定し










英語 I 400語-500梧までの新語 英語 I 5001吾までの新語 英語 I 400語程度の新語 c英語 I 4001吾程度の新語
英語I 上に加えて600-700i吾ま 英語n 上に加えて500語程度まで 英語I 上に加えて500語程度まで c英語JI 上に加えて700語程度の
での新t呑 の新語 の新語 新語




2-1 「言語活動」の登場： 1970年・第 3回改訂
表からは，第 5回改訂においてはじめて「コミュニケーション能力の育成」が登場
し，その後は，この基本方針を強化する流れとなっていることが見て取れる。





































オーディオリンガル法に対する反発があげられる 。 この二つは言語の形 式的な側面
(form: 文法や語葉など）を重視していた点で共通しており，コミュニケーションに
役立つ語学力の育成に際立った効果が見られなかったことから， 1970年代に激しい
















③ 言語の形式的な側面 (form)よりもタスクをこなすことが優先される。 Form に注
意を向けさすことはあるが，あくまでもタスク遂行のためである。
タスク中心であるが， formは言語活動の中で自然に定着することを狙う 。
3-3 Content-Based Instruction (CB I) 
語学に関する科目に限らず，通常の科目を学習者の第 2言語： Language 2 (以下，
L2)で教えることで，科目の学習と同時に L2の獲得につなげよ うとするものである。







② 一般的には，語学学習用のテキストではなく， その言語を母語 とする学習者のた
めに書かれた authenticなテキス トを用いる 。
③ 内容理解，コミュ ニケーション能力 ，文化理解，認知能力など についての統合的
な学習が可能である。
CLTは，歴史的には GTMやオーディオリンガル法に対する反省から生まれたもので
あり， TBIや CBIはその理念に基づいた指導法である。 TBIと CBIに共通するのは，
母語話者が用いる authenticな言葉を教材として使用し，学習者に目的言語を使って
「意味のある活動」をさせる点である 。CLTという理念， TBIや CBIの実践的な指導




4章 KLASにおける CLT(CommunicativeLanguage Teaching) 





























































4-2 KLASの英語の授業 と TBI (Task-Based Instruction) 









































Lady Gaga Launches Anti・bullying Foundation 
Reading Lesson Plan (2 classes) 
Pre・reading (20 min) This can be done on the board… 
1 Do you know who Lady Gaga is? What do you know about her? Talk to each other for 2 
mrnutes. Share info together. 
2 Sometimes famous people want to help regular people like you and I. Lady Gaga wants 
to help people who are being bullied. Do you know what a bully is? 
3 Lady Gaga wants to help these people. What do you think she is doing to help these 
people who are bullied? 
4 Watch Youtube video clip…What did Lady Gaga do? (She went to the White House and 
47 
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told the president about the problem. She wants bullying to be a crime. She wants 
bullies to go to jail!) 
5 Watch the clip one more time and tell me: 
(a) How many kids stay home from school every day in the US because of bullying? 
(160,000) 
(b) How many US kids say they are victims of bullying? (1/4) 
(c) What is the name of Lady Gaga's charity? (Born this way Foundation) 
(d) Who is she working with? (Her mom) 
6 We are going to read an article about Lady Gaga. The title is: Lady Gaga Launches 
Anti-Bullying Foundation vii. Let's look at what this means and then read. 
Launch: Start Anti: Against Bullying: Being unkind to other 
Reading: 
1 Read together as a class and answer vocab. questions 
2 Ss again and complete comprehension questions 
3 Check comprehension question 
Post-Reading: 
1 Vocab. Review: Match and then game 
2 Using the Vocab.: distribute "While Reading /Listening" :inrl go through parts of speech 
again of the words on the right. Ss fill in spaces with the correct words. 
3 Discussion Questions: 
4 Letter Writing: 
Write a letter to Lady Gaga. Ask her 3 questions about her work. Tell her 3 things you 





































The main goal of this class 1s to guide students through of writing 
documenting research papers to a level acceptable in western universities. In addition, the 
research, organizational and time management skills learned will be helpful in Japanese 
universities and every life. The text,'Writing Academic English'will teach students to write 
1n different style and for different purpose, including chronological, 
comparison・and・contrast, pro-con and academic argument 
the process 
research papers 



































なっている。校内の伝達手段に， DailyBulletin と呼ばれる日報がある 。校内のあ
らゆる部署やグループからだされる伝達は英文で掲載されていて，生徒は毎 日これを




















また，オランダのハーグに本部を持つ NGOが主催する Model United Nations (高
校生のための模擬国連）に毎年，代表生徒を送っている。生徒は， 90カ国以上から
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4. Rod Ellis, "Second Language Acquisition" pl2: Oxford University Press 
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8. 文部省 (1999) 『高等学校学習指導要領』（平成 11年 3月告示）財務省印刷局
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10. 文科省 (20I 0) 「英語指導方法改苦の推進に閑する懇絞会報告」初等教育局困際教育課
3章
11. Robert B Kaplan (ed.) "The Oxford Handbook of Applied L切 guistics(2002)" p207-228 New York: 
Ox ford 
12. Marjorie B Wesche, Peter Skehan,'Communicative, Task-based Language Instruction' 
13. Christiane Dalton-Puffer,'Outcomes and process in Content and Language Integrated Leaning 
(CL IL): Current research from Europe' 
14. Loretta f'Kasper,'Content-Based College ESL Instruction: An Overview' 
15. William Grabe, Fredricka L Stoller,'Content-Based Inslruction: Research Foundation' 
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20. 渡追博司「KLASの教育プログラム」 2000年 7月 pl8 
21. スイス公文学園高等部「KLASCatalogue学校要覧 2012-2013」2012年 p7
22. 吉田恒「第2言諾習待と言語探境 ・学習屎境との閉係」 in桜美林論梨第 31号 p70
52 
